
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第３学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度村学力調査から、全国平均と同等の結果だった。問題別で見ると、多くの項目は全国平均

を超えているが、「話を聞き取る」「文章を書く」「言葉の学習」について、全国平均から 10％～20％

下回っている。そのため、相手の話をよく聞いて理解すること及び自分の考えや思いを適切な表現

で書く力を高めていく必要がある。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・学習の導入の言葉遊びや読み聞かせ、読書活動を行い、語句のまとまりや関係について興味をもた

せ、身近なことを表す語彙を増やしていく。 

・音読指導を習慣化し文章のまとまりを捉えさせ、正しい口形、発声、間の取り方を身に付けさせる。 

・日記、手紙、新聞作り等、書く経験を書く表現を多く設け、書いて表現する力を付ける。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・漢字の読みと書きが定着していくために反復学習を行う。 

・小単元等を生かして、使用できる語彙を増やしていく。 

・発問や指示を短文で伝えることで考えることを分かりやすくする。 

・物語文・説明分文において音読を学級内と宿題で関連付けながら成果として見られるようにする。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・新出漢字を使った熟語や文づくりにいつでも取り組める環境を整備する。 

・自分の考えを深めるために、他の意見がないか一人で考えたり友達と交流したりできる場を設定す

る。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①国語学習のスタートを漢字の読み書きか音読で始

める。音読では、「はきはき・すらすら・正しく」

を合言葉にし、音読テストを行う。漢字は自由進度

学習とし、語彙をどんどん増やせるようにする。 

②１日にあったできことだけではなく、様々なテー

マで日記指導を行い、書くことへの抵抗感をなく

す。また、読み物教材で要約する力を高める。 

＜検証方法＞ 

❶読み物学習内で、単元前半・中盤・後半で各一回、

音読のテストを３回実施し、成果を味わえるよう

にする。また、漢字学習では、１ページ進むごとに

先生にチェックをもらうシステムにし、定着状況

を都度確認する。 

❷ 週に１度以上、日記指導を行い、自分の好きなテ

ーマで文章を書く機会を設ける。また、年間で約８

本の読み物教材で一文要約に取り組み、話の主旨

を捉える力を高める。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・読み物単元で音読テストを行ったことで、音読が上達し、

漢字習得力も３学期に向かって右肩上がりに伸びた。要

約学習により物語の大体を把握する力も高まった。 

＜課題＞ 

・文章を書ける児童と苦手な児童で二極化が見られた。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・意欲をもって漢字や音読に取り組める学習形態を

継続すると同時に、文章を書くことに嫌悪感を抱

かない題材への導入を心掛けていく必要がある。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・書くことを楽しみ、漢字や音読に意欲をもって取り組むことができる。 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第３学年 社会科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・父島列島に関連することだけに限定せずに、小笠原村全体や他地域にも目を向け、一般的な社会的事

象への興味・関心、知識・技能を高める必要がある。 

・社会科における学び方、問題解決的な学習を理解する必要がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・気付いたことのキーワードとなる語彙を全体で確認してから、自分の言葉で具体的にまとめていく

ようにする。 

・観察や活動の視点を明確に示し、新たな気付きにつながるようにする。 

・観察カードなど常時掲示し視覚的に捉えさせた、考えや意見を交流する時間を多く設定し、表現の方

法の幅を広げさせる。 

・日常生活で必要な基本的な技術を一つずつ取り組んでいき、できるようになったか確認をし、技術を

増やしていく。 

（２） 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 
・授業の導入で前時のおさらいをする。 

・地図帳や教科書での基本的な調べ方を繰り返し指導する機会を設け、確実な習得を図る。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・体験的な学習を増やし、自分で調べまとめ解決する学習方法の定着を図る。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①「問題づくり、事前学習、社会科見学、まとめ」の

学習サイクルで、体験的な学びを言語化して表現

できるようにする。 

②「知りたい」「考えたい」という言葉が児童から実

際に出てくるよう、資料提示や資料からの気付き

を大切に扱い、学級全体で問題づくりを行う。 

 

＜検証方法＞ 

❶年に４回の社会科見学を設定し、同じ学習スタイ

ルで学ぶことで、回数を重ねるごとに学び方の上

達を目指す。 

❷学期に一度アンケートを取り、「自分が知りたいこ

とや考えたいことを学ぶことができているか」を

把握し、授業改善に生かす。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・児童が作った問題を解決していく授業の流れ、解

決の仕方を自分たちで選択して学習することがで

きた。 

＜課題＞ 

・まとめ学習を全体か個人ですることが多かったの

で、異なるやり方でまとめられるようにする。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・児童の気付きを基にした問題づくりをもとに調べ

学習や実験を行うことは継続していく。 

・まとめ方を選択できるように様々なまとめの仕方

を体験できるようにする。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・学んだことをアウトプットするまとめの方法を複数知り、題材に応じて選択できる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第３学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度学力調査では、全領域で課題が見られた。どの分野でも全国平均を下回っている。特に課

題とされるのが「データの活用」である。 

・「はこの形」の誤答内容を分析したところ、展開図や棒を、立体に組み立てるイメージの難しさが 

ある。空間認識能力を高める必要がある。 

・既習学習を使っての説明にも難しさがある。学習したことの復習が随時必要である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・導入で単元に関係する学習内容をおさらいし、基礎的な計算や単位を正しく覚えるようにする。 

・単元ごとに小テストを実施し、スキルタイムなどを活用して補習を行う。 

・問題文に線を引き、情報を視覚的に整理する。 

・単元の終末に式から文章問題を自ら作る活動を行う。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・具体物や半具体物の操作を通して、図形の構成や計算の意義を感覚的に捉えられるようにする。例え

ば立体の展開図ならば、工作用紙を使って実際に切って組み立てる。距離感を養うために、実際に学

校の近所を１km歩いてみて、長さや単位の測定を想像ではなく実感できるようにする。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・ICT教材によるクイズ形式での振り返りや、自作問題作りなどを通して、児童が主体的に算数の学習

に取り組み、学んだことを覚え、活かしたいと思える授業を行う。 

・AIドリルの活用をしていきながら、確かな学力を身に付けさせる。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①具体物を操作したり体験したりすることで「わか

る」を体感できるような授業を行う。 

 

➁ペア学習やグループ学習を通して、友達に分かっ

たことを自分の言葉で伝え、知識の定着を図る。 

 

③東京ベーシックテストでの課題となった単元を徹

底的に復習し、既習学習の定着を図る。 

＜検証方法＞ 

❶毎単元に一時間は、具体物の操作やグループ学習

を取り入れ、学んだ知識や技能の定着を図る。 

❷ワークテストの知識と技能面で正答率９割を目標

とする。２学期末までには思考を含めた３観点で

正答率９割に到達させる。９割に到達していれば、

概ね学習内容が身についたと考えられる。 

➌東京ベーシックテストを行い。既習した学習のど

れくらい定着しているのかを図り、個に応じた課

題プリントを実施し確かな定着を図る。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・東京ベーシックテストにより自分の課題が明確に

なり、苦手な単元を克服している児童が多数いた。 

＜課題＞ 

・計算のミスが多く目立つ。やり方などは理解して

いるが確認が足りないため、ミスに気が付いてい

ないことが多くあった。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・文章問題など聞かれていることを整理し、式に

表すことができるようになるとよい。 

・計算や作図は練習問題や東京ベーシック・ドリ

ルの問題などで反復練習を行い、技能を高める。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・四則計算の方法を理解し、確実に計算することができるようにする。 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第３学年 理科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・理科における学び方、問題解決的な学習を理解する。 

・小笠原に関連する地域教材だけでなく、一般的な理科的事象への興味・関心、知識・技能を高める必

要がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・気付いたことのキーワードとなる語彙を全体で確認してから、自分の言葉で具体的にまとめていく

ようにする。 

・観察や活動の視点を明確に示し、新たな気付きにつながるようにする。 

・観察カードなど常時掲示し視覚的に捉えさせた、考えや意見を交流する時間を多く設定し、表現の方

法の幅を広げさせる。 

・日常生活で必要な基本的な技術を一つずつ取り組んでいき、できるようになったか確認をし、技術を

増やしていく。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・毎回の授業、ノート指導で理科における学び方、問題解決型の学習習慣の定着を図る。 

・ＩＣＴ機器を使って、視覚的に学習内容の確認を行う。 

・生き物学習（モンシロチョウ・昆虫・ひまわり・ほうせんか等）は、実物をできるだけ多く育て、体

験的に学べる環境を整える。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・予想を考えるときに、既習事項や生活経験を根拠に考えられるようにする。 

・実験や観察の結果をもとに、問題と結び付けて考察を考えられるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①「知りたい」「考えたい」という言葉が児童から実

際に出てくるよう、資料提示や資料からの気付き

を大切に扱い、学級全体で問題づくりを行う。ま

た、自分たちの生き物は責任をもって世話をさせ

る。また、観察する時間を十分に確保する。 

②ＩＣＴ機器を活用（kahoot）し、基礎基本の定着を

図る。 

＜検証方法＞ 

❶学期に一度アンケートを取り、「自分が知りたいこ

とや考えたいことを学ぶことができているか」を

把握し、授業改善に生かす。また、観察カードには

わかったことと考えたことを区別して書くように

指導し即時評価していく。 

❷単元の終わりや学期終わりには、クイズ形式で復

習を行うことで、基礎基本の定着をはかり、単元テ

ストで平均９０点以上を目指す。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・既習事項や体験からの気付きをもとに問題づくり

を行うことで意欲が向上した。 

・単元ごとの ICT 機器の活用も有効的であった。 

＜課題＞ 

・教科書の実験については、すでに知っている児童

もいるので発展的な実験を行ったり知識を与えら

れるとよかった。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・問題、実験方法を自分たちで考えることや考察を

書く力を高めていく指導は、引き続きしていく必

要がある。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

 ・自分が知りたいと思ったことを解決できることを楽しむことができる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第３学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・音楽技能の機械的訓練に偏ってしまわないよう、音楽活動と関わらせながら知識や技能を習得する

ことで、「わかった」と実感したり、児童が主体的に学び、思考・判断・表現することで「できた」

と感じたりすることができるようにする必要がある。 

・中学年に入ったことを受け、曲の特徴を捉えて鑑賞したり、表現を工夫したりする力を付けていく必

要がある。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・曲を聴いたり絵譜を見たりして感じたことや気付いたことを発言したりワークシートに記入したりし、曲

想の感じ取りを深めたり、それを生かした表現をしたりすることができるようにする。 

・短いフレーズを一人ずつ歌ったり演奏したりし、技能の習得状況を把握して、必要に応じて個別指導を行

うなどその後の指導に生かす。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童】 

・個別に表現の技能を見取る機会を適宜設け、学習内容の達成状況を把握するとともに、その場でフィ

ードバックを行い、児童が達成度や学びの方向を理解できるようにする。 

・ICT機器及び教材を用いて、基礎的な知識の定着を図る。 

・音楽を構成する要素の例を示し、特徴を聴き取る手がかりとする。 

【活用が必要な児童】 

・曲の特徴を生かした表現を試し、生まれた表現の変化を感じ取る活動を取り入れる。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①曲の構成・楽器・リズム・強弱・速さなど、音楽

を構成する要素を整理しながら鑑賞できるワー

クシートを使用し、気付いたことと感じたこと

を分けて分析する練習をする。 

②曲の特徴に合った表現を話し合って決める活動

を取り入れ、互いの工夫を取り入れながら演奏

に反映する。 

＜検証方法＞ 

❶ワークシートの記述を確認し、要素に分けてか

けているか、気付いたことと感じたことを明確に

区別しているかを評価する。 

❷グループ内での発言内容を記録し、それらの工

夫が歌唱や演奏に反映されているか評価する。

８割の児童が、曲の特徴を捉えた表現について、

思いや意図をもてるようにする。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・「音楽的な事実」と「どう感じたか」を分けて考え

られるようになった。 

・思いをもって表現を工夫できるようになった。 

＜課題＞ 

・表現に対する思考をより深めていく必要がある。 

・読譜能力にはまだ課題が見られる。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・音楽を構成する要素を、フォルテ、クレッシェンド

など音楽用語を使って表す指導を取り入れる。 

・比較鑑賞を多く取り入れ、「この曲はどんな曲か」

曲想を捉えることができるようにする。 

・読譜能力の向上に資する常時活動を導入する。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・培った読譜力と鑑賞の力を存分に生かして、自らの表現をより充実させることができる。 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第３学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・基礎基本的な道具や材料の使用方法を習得し、技術を身に付ける。 

・自分で考えたり、感じたりして豊かに表現や工夫する力をさらに高める。 

・様々な発想の方法をできるような発想する力をさらに高める。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・材料や道具などの使い方を掲示や ICTを活用して確認する。 

・児童作品を紹介したり、幅広く材料や道具などを選べる題材などを設定したりして、自分なりに考え 

たり、選んだりする活動を増やす。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・全体指導だけでなく、児童に応じて個別に指導し、児童自身の困り感を解消していく。最低限の基本

的な技能の習得を目指す。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・自分の発想を試すことのできる題材や材料を用意する。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①掲示や ICT 機器を活用しての材料や道具の使い

方を説明するとともに、様々な道具や材料に何

度も触れる機会を増やす。 

 

②表したいものを見付けるための様々なアプロー

チを経験できるように、導入でねらいを明確に

して伝え、児童がより意識できるようにする。 

＜検証方法＞ 

❶児童や作品の観察。毎時間全児童に声をかけて

回るようにする。児童が材料や道具を正しく扱

え、どんな小さな工夫でも良いので自分なりの

工夫をできるようにする。 

 １学期の間に釘打ちやグルーガンなどの基本的

な道具や材料を正しく扱えるように指導する。 

❷児童や作品の観察。毎回の授業でねらいに沿っ

た活動が行われているか確認する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・基本的な材料や道具の扱い方を掲示や ICT を活

用することにより正しく扱うことができてい

た。 

・自分なりに考えたり、選んだりすることはでき

ていた。 

＜課題＞ 

・自分でさらに工夫したり、発想したりしてつく

りだす力をさらに高めたい。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・さらなる基本的な材料や道具の扱い方の定着の

ために掲示や ICT などを活用して取り組んでい

く。 

 

・ねらいや目的などを意識させながら、活動に取

り組んだり、材料や道具を扱ったりできるよう

に導入や説明を行う。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

 自分で考えたり、感じたりして豊かに表現や工夫することができる。 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第３学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・児童が基本的な動作や運動の技能を身に付けるように、運動の目的や方法を理解させるとともに、繰

り返しの練習の時間を確保する。 

・ルールや運動の仕方を理解し、誰もが楽しめるようにする。 

・運動との出合い方を工夫し、「やってみたい」と思えるようにする。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・児童の発達段階に応じて、様々な動きを繰り返し経験させる。また、その活動を繰り返す中で、試行

錯誤したり、協同的に解決できるよう、運動の特性に合わせて、めあてやルールを工夫したりして、

運動の楽しさを十分に味わえるようにする。 

・基本の運動を多く体験させ、体の動かし方を習得し、幅広い運動経験を積み重ねられるようにする。 

・児童同士教え合う場や発表する場を設け、児童が達成感を感じられる学習計画をたてる。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・オリエンテーションで動画を視聴したり、漫画を読んだり、運動との出合いを工夫する。 

・児童同士が関わり合って学べるように学び方を丁寧に指導する。 

・運動へのかかわり方は「する」だけではないことを定期的に伝え、多様なかかわり方で楽しめるよう

にする。 

・形成的評価を取り、児童の思いと教師の思いが統合した授業を目指す。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①誰もが運動する楽しさを感じられるよう、ルール

の簡単なゲームを導入し、競争よりも協力を重視

する。努力や参加する姿勢を褒めることに重点を

置き、児童の自信を育む評価システムを活用する。 

②運動との出合いにこだわり、教師が取り組んでい

る動画や漫画を読むことで児童のやる気を引き出

す。 

＜検証方法＞ 

❶授業中の参加率や積極性の観察、アンケート

や口頭でのフィードバックを通じて児童の意

欲や楽しさを感じているかを評価する。 

❷振り返りカードや観察、アンケートから児童

の「やってみたい」が引き出せている確認し

授業改善につなげる。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・学級で合意形成を図りながらオリジナルルールを構

築し、運動の特性を味わうことができた。 

・運動との出合いを大切にしたことで第 1 時の意欲を

高めることができた。 

＜課題＞ 

・互いを見合いアドバイスをしたり賞賛したりする話

合いのスキルを高めること。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に

留意すべき事項【年度末に記入する】 

・３年生では、全領域で「特性を味わうこと」「運

動遊びからのつながり」「A 児～C 児まで楽しめ

ること」を意識して授業を行った。４年生でも

同様に全児童が楽しめる体育の授業を行うこと

が大切である。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・運動の苦手得意にかかわらず、前向きな気持ちで体育の授業に向かうことができる。 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第３学年 道徳科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・教材、資料から、その道徳的価値について、自分事として深く考えられる力を身に付ける。 

・考えたことを実践、実行する力を身に付ける。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年授業改善推進プラン記載内容 

・学校生活や日常を振り返させたり、場面を想像しやすいように具体的なものを提示したりする。 

・場面の挿絵を提示したり、役割演技や動作化をしたりして考えをもたせやすくする。 

・道徳的価値に関わる事象を児童の実態に即して具体的な事例を挙げて考え、自分の生活とつなげて

考えさせる。そして、自己の生き方の課題を考え、実現していこうとする思いや願いを深められるよう

にする。 

（２） 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・導入の発問、主発問、板書を工夫しながら授業のねらいが達成できるようにする。 

・「なぜ」「どうして」「自分だったらどうするの」を問答しながら、議論する道徳を行う。 

・毎時間必ずワークシートを使って児童の思いや考えを確認する。 

・日頃の生活の中で、道徳の授業内で学んだ道徳的価値について、振り返り、確認をする。 

・展開前段と後段のつながりを大切にし、後段の自分の考えをまとめる時間の確保を十分に行う。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①きれいごとではなく、本音で教材の中の人物等の

気持ちに寄り添えるよう、問い返しを大切にする。 

②板書を見れば、１時間の流れや重要な言葉、自分の

気持ちの変容等が見取れるようにする。 

 

＜検証方法＞ 

❶「こういう考えもあるんじゃない？」などと、児童

同士が自然と対話を始めるような姿が見られてい

るかどうか。 

❷ワークシートの内容や授業評価アンケートで児童

の気持ちに変容が生まれているか等を把握する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・役割演技を取り入れたことで、児童の本音を引き

出すことができた。また、問い返しを行うこともき

れいごとではない思いを引き出すことにもつなが

った。 

＜課題＞ 

・構造的な板書を意識したが、まだ改善の余地があ

る。色遣いや配置等工夫すると、１時間の学びが見

える化していく。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・書くところを絞り、何のために書くかを伝えてい

く。 

・教科書の順番どおりではなく、児童の日常生活の

実態を踏まえた題材選びが必要である。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・本音の混じる意見を踏まえて、どのような行動につなげていくとよいか対策を考え実行することができ

る。 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第３学年 総合的な学習の時間〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・小笠原独自の自然、文化、伝統を学び、その大切さを理解し、継承していこうとする気持ちを養う。 

・第３学年として初めて「総合的な学習の時間」の学習に入るため、問題解決型、探求型の学習の進め方を

理解する必要がある。 

・地域の文化や自然の在り方に主体的に関わる態度を育てる必要がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・記載なし 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・外部講師を活用し、専門的な学びを得るとともに、発表という目的意識をもって取り組めるようにする。 

・導入で児童が疑問や課題意識をもち、より主体的に学習に取り組めるようにする。 

・自分の学びの進みを確認できるワークシートを活用し、見通しをもって粘り強く取り組めるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①地域の外部講師から一方的に指導を受けるだけで

なく、児童が事前に質問を考え、インタビューを行

う活動を取り入れる。 

 

②発表を「聞く側」の学びも大切にし、質疑応答や意

見交流の時間を確保する。他者の学びから自分の

学びを広げる視点を養うとともに、発表に目的意

識がもてるようにする。 

＜検証方法＞ 

❶インタビューやまとめの発表の場面での児童のか

かわり方を観察、記録し、地域の文化や自然に主体

的に関わる態度が育っているか、分析を行う。 

 

❷児童間のやり取りを記録するとともに、発表後に、

他者の発表をどう受け止め、何を学んだかを振り

返る時間を確保し、学びの深まりを分析する。 

 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・取材や発表など、児童主体で進めたことで、課題意

識や自主性が高まった。 

・自らの足を使って事物を体験しに行く活動によっ

て、教材への実感をもち学習に臨めた。 

＜課題＞ 

・「南洋踊り」は教材の扱いや教育課程上、探求的な

学習とすることが難しい。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・教材性を十分に考慮し発表形態などを工夫するな

どして、探求的な学習となるように指導者が十分

に手立てを講じる。 

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・地域社会に課題意識をもち、自分なりに解決策を考えることができる。 

 


